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基礎看護学演習Ⅰ 浅野　美礼 他

Practice in Science of Fundamental Nursing Ⅰ 　

2 後期 月曜･１時限 月曜･６時限 看護教育学・基礎看護学領域／１年次

　 演習 選択科目

該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【保健学】高い倫理観と専門的知識や技術、科学的根拠に基づ 看護の対象となる患者の情報学的環境について、最新の知見を
く臨床問題解決能力などの高度な実践能力を有する。 調べ、自身の研究課題に取り入れることができる。

⇔

(2)授業の概要 ベッドサイドで要求される手技から遠隔看護まで、看護の基盤を作るものに関する研究に関してレビュ
ーを行い、研究課題を明らかにしていきます。

本授業は担当教員の保健・医療分野における研究実務経験を活かして講義を行います。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

臨床看護技術、看護情報学、看護理工学など広く看護を支えるテーマに関する研究論文を吟味検討し、
さまざまな研究課題やデザイン、倫理的課題を評価する能力を養う。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

1．看護のさまざまな機能をとりあげる分野における国内外の文献を収集できる。
2．収集した文献をレビューし、レビューレポートを書くことができる。
3．看護体系・機能学分野に関連する課題を列挙できる。
4．自己が取り組む研究課題を明確にできる。

(5)授業計画 実施日時については、学生と相談のうえで決定します。

第 1回　　　オリエンテーション（浅野）
第 2～ 4回　基礎看護学領域における研究の最近の動向の検討（浅野）
第 5～ 7回　基礎看護学領域で用いられている新しい研究方法の検討（浅野）
第 8～10回　自身が関心をもつ領域における研究課題の検討（浅野）
第11～14回　研究課題のブラッシュアップ（浅野）
第15回　　　まとめ（浅野）

(6)授業の進め方 受講生が予習した内容をプレゼンテーションし、その後に受講生と教員とでディスカッションする形式
で進めていきます。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

講義では予習した内容をプレゼンテーションしていただきますので、事前に周到に準備をして臨んでく
ださい。
授業後にはディスカッションで導かれた方向性を参考に予習内容の再検討をし、次の発表につながる学
習をしてください。

(8)成績評価の方
法

プレゼンテーションの内容85%、ディスカッションへの参加度・貢献度15%で評価します。

(9)成績評価の基
準

プレゼンテーションについて
①問題の設定が適切である
②その問題の背景を説明できている
③その問題にどのような課題があるのかを指摘できている
④それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法を適切に把握できている
⑤そのうえで自分の見解を提示できている
①～⑤のうち、3項目を満たしていれば6割、4項目を満たしていれば7割、全て満たしていれば8割、全て
を満たし、かつ教員を感心させるレベルにあれば9割の評価点を与えます。

ディスカッションについて
1回の授業につき、有意義な発言が全くなかった場合を0点とし、有意義な発言があれば1点とします。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

随時対応します。事前にメールで連絡してください。
保健学科中校舎4階　浅野研究室
millet@shinshu-u.ac.jp

【テキスト，教
材，参考書】

適宜、指示します。


